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ま　え　が　き

　我が国鉱山の保安水準を向上させることを目的に、平成25年に「保安管理マスター制度」が発足し、

作業監督者または作業監督者に準ずる者を目指す方々を対象にした、技術保安管理士試験が開始されま

した。本試験は、関連する技術分野の「技術試験」と、鉱山保安法令講習を含む「鉱山保安法令に関す

る試験」から成り立っております。石灰石鉱業協会は、制度検討初めから携わり、発足以降「露天採掘」

の技術試験を事務局として行ってきました。

　ここに、露天採掘技術試験の受験に適した学習資料を充実させる目的で、鉱業労働災害防止協会（平

成26年3月解散）は、最終年度の事業として「鉱山保安テキスト　露天採掘技術保安管理士技術試験学

習用統合資料」を発行しました。これは、通商産業省環境立地局監修の「鉱山保安テキスト」シリーズ

5教科（坑外、坑内、機械、電気、鉱害防止）をコンパクトにまとめたものでした。石灰石鉱業協会は、

これを受け、更に内容を吟味し、現状に近い表現に改め、受験者が学習しやすいように再編集した学習

資料を、新たに発行することといたしました。今後も若手鉱山技術者が、露天採掘技術に関する勉強に

励み、多くの合格者が出ること、ひいては鉱山技術の向上や鉱山保安が確保されますことを祈念いたし

ます。

　末筆ながら、業務ご多忙のかたわら、本書の執筆・編集にご尽力いただいた関係各位、及び露天採掘

技術テキスト編集WG各位に、厚く御礼申し上げます。

　平成29年12月

� 石灰石鉱業協会



露天採掘技術保安管理士称号認定試験を受験される皆様へ

　合格を目指し学習する上での注意事項を追記します。

　本文中に記載されている数値は、あくまで一般的に現場で利用されているものであり、法令等に定め

られた数値よりも安全側に配慮されていることをご理解ください。〔例、P.104 1）路線の選定において“運

搬道路の勾配は上り、下りとも限度を10%（約6°）とし”と記載されているが、技術指針では“原則

12%（6.8°）以下であること”とされている。〕

　また、試験問題については、当該テキストと過去問題集を学習することで解答できる内容になってい

ます。

　学習して得た知識を鉱山技術の向上および現場での保安確保に役立てていただくことを祈念します。

　平成29年12月

� 石灰石鉱業協会
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